
『北堂書紗』に見える

中国漢三国六朝時代刀剣の銘文

し

ヽ

横 田 健

昭和53年に埼玉県の稲荷山古墳から銘文のある

鉄剰が発見された。奈良県立櫃原考古学研究所で

は、刀剣銘文研究会が発足し、その研究にあたる

ことになり、私も日本と中国の銘文の比較という

テーマを担当したが、その調査報告を出していな

い。この小文はその報告の一部である。

「北堂書紗」160巻は、初唐の名臣虞世南が、隋

の秘書郎であった時に編纂した類書である。帝王

后妃、官職、礼法、器物、天地歳時、自然など萬

般について、多くの古典を引用し、故事、伝承、

名句等をしるしたものである。その巻122、123、

武功部10、11にしるされた剣、刀などの銘文を、

ここにかかげ、和訳し、註をつける。校異は概ね

省略した。

(1) 先王麒愛

博玄剣銘序云。道徳不修雖有千金之剣、 何所用

之先王観嬰而服剣所以立武象也太上有象而已其

次則親用之突。

訓読
ふげん

博玄
匹

の剣の銘の序に本く。 道徳修まらずんば、

千金の剣有りと遍ども、何の用ふる所ぞ。先主は
み む かたち

変を観て剣を服ぶ。武の象を立つるゆえんなり。

太上は象あるのみなり。其の次は則ち親し くこ

れを用ふ。

註

〔博玄〕晉の人。幹の子、字は休突、博学でよ

く文を作り音律を解す。郎中をへて弘農の太守、

魏の武帝の時司隷校尉となる。顕貴となっても

著述を廃せず。博子数十万言を著し、楽府歌章

を作る。 62歳で卒す。〔太上〕大上に同じ。至上・

極上のもの。また太古、三皇五帝の世〔先王〕

古の立派な天子。聖王。

(2) 綴紳咸服

李尤賀剣銘云、緬紳咸服冥宣儀刑以雄帯左以雌

帯右

訓読

李尤の宝剣の銘に云く。綴紳みな帯ぶ。つつし

んで儀刑を宣し、雄を以て左に帯し、雌を以て

右に帯す。

註

〔李尤〕後漢、広漢県の人。字は伯仁。若い時

から文章を以て称せられ、司馬相如、楊雄の風

ありといわれた。蘭憂令史を至て、安帝の時、

諌議大夫、順帝の時に楽安相となる。漠記を撰

せしめられる。著に詩賦銘昧等28篇あり。

〔翼〕つつしむ、敬、いただく、奉。（儀刑〕儀

も刑も法。〔耀紳〕笏を大帯に挿む人。貴族、公

卿。〔以雄帯左之云〕雌雄二剣のうち、雄剣を左

の腰、雌剣を右腰におびること。

(3) 光文曜武

偲玄剣銘云、光文曜武以衛乃國。

訓読
かがや かがや

偲玄の剣の銘に云く、文を光かし、武を曜かし、
な まを

以て乃んぢの国を衛る。

註

〔乃〕汝に同じ。

(4) 證文綬武

張協文身剣銘云、器以利顆賓以名學長剣取介證

文純武

訓読

張協の文身剣の銘に云く。器（剣を指す） は莉
あら まこと あ

を以て顕われ、実は名を以て（世に）挙がる。令
こらかい

長剣は取介にして、文を髄し武を経す。
~ 

註

〔張協〕晉の人、載の弟、字は景陽。兄と名を

へ、
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ひとしくす。官は河間内史。天下が乱れ盗が所

在に起るに及び、草沢の間にかくれ、詠詩を事

とした。永嘉の初、黄門侍郎に召されたが就か

ず。〔l1火介〕かた＜志をまもること。介は世俗に

合わぬこと。〔謄文糎武〕剣の身に文（文様かざ

り）があることと、文章を作ることを兼ねてい

う。経武は、武事を経緯する、武事を張るこ と。

(5) 為威儀

李尤該具鎧剣銘云。曾剣在豹賓為威儀。

訓読

李尤の駿具の錯の剣の銘に云く 。賓剣貯に在れ
●こと

ば、賓に威儀を為す。

註

〔駿具の錯の剣〕眼をおどろかす ような錯（黄

金のめっき）で飾られた装飾のある剣。〔為威儀〕

威儀を張る。

(6) 帯以自禦偲以衛躯

崖駆刀剣銘云。龍泉太阿干将莫耶帯以自禦恨以

衛謳賓不可露鮨蔵忽諸抑欲奮怒含l冑是除念怨増

怒災禍所居

訓読

室馬因の刀剣の銘に云く、富簾．笑向、 竿し髭．属
，，づかふせ ふ からだまを

耶は帯びて以て自ら禦ぎ、偲して以て謳を衛る。
とうぞうあら こっしよ ふんぬ

諮蔵を露わすべからず。忽諸にも、奮怒を抑え、
のぞ

情を含み、是を除け。怨を含み，怒を増すは、

災禍の居る所なり。

註

,r 

、.. 

わかくして大学に遊ぶ。博学多オ。班固、博毅
とうけん

と名をひとしうす。官は元和中に賓憲の車騎将

軍となる。著に詩賦銘頌21篇がある。（龍泉）宝
竺みな

剣の名もと龍渕といったが、唐代に高祖の讀が

龍渕といったので、避けて龍泉という。豫章豊

城県に夜光の起るをみて、西晉の人張華が赴き、

光の起ると ころの獄の基を掘ること四丈余で石

函を得た。中に双剣あり、並びに刻題を有し、

1つを竜渕（泉）、 1-__;, を太阿とあった。〔太平

賽宇記jIこ竜泉県の南5里に良い水があり、剣

を滓（すする、剣を鍛える時に熱してから水に

浸すこと）のに適するという。〔干将英耶〕 戦国

時代の呉にいた力鍛冶の名エの名で夫を干将、
こうりよ

妻を莫耶といい、呉王閾閻のために協力して一

対の剣を作った。雄剣を干将、雌剣を莫耶とい

う。呉ではなく楚の人、また韓の人という説も

ある。〔粕裁）本心を包みかくすこと。（忽諸〕

かりそめに。〔｛匿〕伏し、横たわること。つつし

み隠忍することをいう。大意は、この銘は全体

として名剣を帯び、身を守るべきであるが、慎

しんで本心をあからさまにあらわさず、かりそ

めにも怒や怨を抱いてはならぬと訓戒している

のである。

(7) 九功欺像七徳是輔

張協文身銘云 陸断玄犀水馘鰹羽九功是｛象七徳

是輔

訓読

張協の文身剣の銘に云く。陸には玄犀を断ち、
き ここあら

水には鰹羽を裁る。九功を是に像わし、 七徳を
たす

是れ輔く。

大意
あっ

剣の鋭利なことは、陸上では皮の厚く丈夫な黒

色の犀を斬り断つほどで、水に浮かぶ軽い羽を

戴断するほどである。この剣は持主をして九（多

いの意）つの功を立てあらわさせ、また持主の

七（多いの意）つの徳をたすける。

(8) 給左右

士孫瑞剣銘表日、臣有剣一枚駿犀標首藍田玉琢

乞以備之信給用左右也

〔在錮〕後漢、安平の人。築の孫。字は亭伯。 訓読

士孫瑞の剣の銘の表に日く、臣に剣一枚有り。
あらわ

駿犀にして、首に藍田の玉琢を標す。乞う以て、
まこと

これを備えよ。 信に左右に用を給せん。

註

〔駿犀〕駿はすぐれたの意。 犀は、する どくよ

く切れるの意。〔藍田〕院西省藍田県の東南にあ
おか

る山、ー名覆車止、躍山の南の阜で、美玉を産

す。玉山とも いう。〔剣表〕（標首〕剣首の表の
みが

首（先）の方に琢いた玉の文様を刻みこんであっ

たものか。〔士孫瑞〕後漢扶風の人。字は君榮。

才謀があり、猷帝の初、執金吾となり、ついで
おういん

土允の推娩によって僕射となる。董卓（叛臣）
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を誅するに与ったが、功を允に帰して侯と なら

ず、そのために李催の難を免れるを得た。後、

国三老、光禄大夫となり、乱兵に殺された。〔後

漢書96〕 張協太阿銘云、如玉斯曜若影在水不運自粛率±

大意 従軌

臣に一ふりの剣があります。鋭くよく切れ、 剣 訓読
か かがや

身の先に美玉の文様があります。これをお手許 張協の太阿の銘に云く、玉の如く斯＜曜き、影
ごと めぐ つつ

にお備え下さい。まことに、いつも、お役にた の若く水に在り。運らさずして自ら扉しむ。率

つでしょう。

(9) 徳行則興

大戴礼云。 剣之銘云、 動必行徳徳行則興倍徳則

崩 のように澄み光っている。その剣をふるわな く

訓読 ても粛然として国中が法に従う。

大戴礼に云く 、剣の銘に云く、動かば必ず徳を (12) 水戟鯨腕
おこ

行ひ、徳行はるれば則ち興る。徳に倍むかば則 李尤費剣銘云、龍渕曜奇太阿飛名陸断犀開水裁

ち崩る。

註

〔大戴礼〕 書名。 前漢の戴徳楔。漢が興ってか

ら魯の高堂生が「士礼十七篇」を伝えた。後、

宣帝の時に至り、后蒼は礼に明通して、これを

梁の人、戴徳と、その従兄の子、戴聖、及び油

の人、慶晉に伝授した。礼に大戴、小戴、慶氏

の三家の学が起り、戴徳の学が大戴礼で、戴聖

の小戴礼が今の 「礼記』である。〔倍〕は、そむ

く、背反の意である。

大意は、のべるまでもない。

(10) 麟角鳳惣

岩駆l刀剣銘云、天地空位列后有珍躊舘成鍔陶冶

成金麟角鳳整乃有文武

訓読

岩駆因の刀剣の銘に云く、天地位を空しく すれば、

列后に珍有り。鑓舘して鍔を成し、陶冶して金
すなは．

を成す。麟角鳳鐙にして、乃ち文武有り。

註

〔天地空位、列后有珍〕天地には用いずに空け

てある場所や物があると、諸モ侯（后は王侯）

に珍しい宝物がある。〔鋳錦成鍔〕刀剣の鍔は鋳

型に金属を舘かし入れてつくる。（陶冶成金〕刀

剣身は鉄を鍛えて造る。〔麟角鳳糧〕すぐれた刀

剣は麒麟の角のよう にすぐれた兵器で、鳳凰の

ように立派な姿をもつ。（乃有文武〕立派な名剣

を持つと文武にもすぐれることがでぎる。

(11) 如玉斯曜如影在水

土軌に従う。

大意

名剣太阿は玉のようにかがやき、水にうつる影

鯨朗善撃之妙齊契更猛紺紳咸服翼宣儀刑登徒振

武義合金聟

訓読

2
 

かがや

李尤の宝剣の銘に云く、龍渕は奇を曜かし、太
さしじゅ げい

阿は名を飛ばす。陸には犀開を断ち、水には鯨
げい いと あ あ

院を裁る。善＜撃つの妙は、齊しく契ひ更に寓
みな つつ いたず

まる。紺紳咸服し、翼しんで儀刑を宣す。室徒
か

らに武を振はん。義は金笠に合なふ。

註

〔犀呪〕 犀は雄、奥は雌。〔鯨観〕鯨は雄、 親は

雌。

大意
くす

雄の名剣竜渕は、奇しさをかがやかし、雌の名

剣太阿は世に名声を飛ばしている。その鋭利さ

は陸には雌雄の犀を切り断ち、水では雌雄の鯨

をきるほどである。菩く撃つことができる点で

は、雄雄の剰はひとし く合い、さらに、それに

あまるほどである。貴族公卿はみな名剣を帯び、

つつしんで法を宣する。あに徒らに武（剣）を
ただ

ふるうよう なことをしようか。義しい道は剣の
かな

金の声（音）に叶っている。

(13) 太阿・竜渕

李尤費剣銘去、五行並用誰能去兵龍渕曜奇太阿

飛名。

訓読
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李尤の宝剣の銘に云く 、五
ょ

行並びに用ふれば、誰か能

く兵を去らん。龍渕は奇を

饉ゃかし、太阿は名を飛ば

す。

註

〔五行〕万物を生ずる五大

元素である水火木金土。転

じて仁義礼智信の五徳。

大意
仁義礼智信の五徳を並びに

用いると、誰もが兵器武事

を棄て去ることはない。

(1-1) 世載其美

張協太阿食1」銘云、太阿之剣

世載其美
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利用して身をまもり、刀の威を以て為さめ、治

訓読 めるためである。
Kよ

張協の太阿剣の名に云く。太阿之剣は、世、 そ (16) 用戒不虞

v・

~ 

・ア

ヽ
さ9

か

の美を載さぬ。

註

（載〕かさねる（突世載徳のごとき）おこなふ

（行）やすんずる（安）あたえる（予）なす（為）

(15) 利用衛身以威弗治

魏文帝百辟賓剣銘云。診録良刀胡練翌時利用衛

身以威弗治

● , ヽ

、シ

,, 

Jヽ

を 索さ
り、威を以て、弗さめ治む。

註

〔魏文帝〕習杢、三国志で有名な魏の曹操、武

帝の長子、文学を好み、博聞強識「典論」詩賦

100余篇を著作す。〔百辟〕諸侯、諸大名。〔礫〕

金属をとかすこと。 ここでは良刀を鍛えること。

〔胡〕なんぞ、なんすれぞ。〔宣〕まこと（信）、

おほいなり（大）。〔弗）治める意。

大意

良刀を鉄をとかして鍛えるにあたり 、どうして

大いなる時（適当な時節）に練るのか（剣は 5

月5日に造るのが適当 とされていた）。その刀を

凋敬通刀陽銘云、修瑕甲兵用戒不虞見危受命臨

事而濯

訓読
もつ

i馬敬通の刀の限銘に云く、 修環たる甲兵は用て

不虞を戒しむ。危を見て命を受け、 事に臨みて

憫る。

註

訓読 〔不虞〕思いがけぬ出来ごと。〔修爾〕 ととのつ
しやく

魏の文帝の百辟宝剣の銘に云く、良刀を礫する ているさま。

に於いて、競ぞ賃蒔に藉るや、利を絹て身を綺 大意

きちんとととのっている鎧や兜と兵器は、それ

を用いて、思いがけぬできごとに備え、危い難

に際しては天命を受け、変事にのぞんでは心に

つつしみおそれる。

(17) 将戒其身

李尤錯偏刀銘云、侃之有錯抑武揚文室為麗好将

戒其身

訓読

李尤の錯せる慨刀の銘に云く 、これを楓くに錯

あり、武を抑え文を揚ぐ。蛍麗好をなさんや。

籍て其の身を戒む。

大意
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李尤の錯せる侃刀の銘に云<. これを慨く に錯

あり、武を抑え文を揚ぐ。翌麗好をなさんや。
もつ

将て其の身を戒む。

大意

その刀を楓くと黄金造りである。その刀をもっ

て武を抑え、文名を揚げるのだ。どうして力の

鹿しさを好もうか。もって己の身の戒と してい

るのだ。

US) 五色充鑢巨棠自鼓

典論云、余好撃剣至診百辟始成其成也五色充鑢

巨棄自鼓霊物努寵飛鳥翔舞以為賓器九、剣三、

ー曰飛景、二曰流柔、三日華鋒、三刀一曰霊賓、

二曰含章、三曰素質、三七首、一曰青剛、＝曰

瘍文、三曰龍鱗又造百辟露距刀名日龍鱗因姿定

名以銘其柑工非欧冶子金毘吾亦一時之良也

訓読

張協の文身刀の銘に云く。宝刀すでに成り、 理

を窮め、妙を尽す。繁き文は波のごとく廻り、

流光は電のごとく照る。

(21) 應速用近

張載ヒ首銘云、先民造制戒預唯謹七首之制應速

用近

訓読

張載のヒ首の銘に云く。先民制を造り、預じめ

唯謹しまんことを戒しむ。ヒ首の制はまさに速

やかに近きに用ふべし。

(22) 素刃霜動

張協長鋏銘云 素刃霜動溢景横飛

訓読
つるぎ しろさやいば

張協の長き鋏の銘に云く、素刃は霜のごとく
はffし あふれたるひかり

訓読 動く、溢景は横さまに飛ぶ。

典論に晋＜、余（魏文帝）撃剣を好み、百辟に 註

至りて、始めて其の成を成す。五色鑢に充ち、

糾祈『から鼓す。霊物勢翡として飛鳥翔舞す。

以て宝器九をつくる。剣は三にして、ーを飛景

といい、二を流柔といい、三を華鋒という。三

つの刀の一を霊宝といい、二を含章といい、三
り~ しゅ

を素質という。三つの七首のーを青剛といい、

ニを揚文といい、 三 を龍鱗という。又百辟露阻

刀を造る。名を龍鱗という。姿に因って名を定

め、以て銘す。其の柑工は欧冶子金吾に非ず、

吾も亦一時の良（エ）なり。

註
た＜

喋はふいごう

(19) 金馬形

李尤金馬書刀銘云、巧冶錬剛金思託形

訓読

李尤の金馬書の刀の銘に口く、巧みに冶して剛

を練る。金馬を形に託す。

大意

刀に飾として金製の馬を柄につけたものか、あ

るいは刀身に馬形をほりこみ金を嵌したか。

(20) 繁文波廻流光電照

張協文身刀銘云、賓刀既成窮理痙妙繁文波廻流

光電照

〔鋏〕は、はさみの他に剣をも意味する。 〔勘）

は、はげしいの意。〔景）は、光の意。

(23) 清輝載爛

又短鋏銘云、亦有短鋏清輝載爛首在先朝輯兵静

掘

訓読
つるぎ

又短鋏の銘に云く、亦短鋏有り、清く輝ぎ、 爛

を載す。はじめ先朝にありて、兵をあつめ乱を
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静む。

註
みつ

〔載爛〕載には満る、また満たすの意味がある。

かがやきを満たす。〔首在先朝〕はじめ先きの王

朝にあって。

おことわり

戟以下の兵器の銘文は省略した。また銘文の歴

史的意義、解釈、考察な どは、別の機会にゆずる。
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